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【昨日の市況概要】 公示仲値 107.36

USD/JPY EUR/USD EUR/JPY GBP/USD AUD/USD

TKY  9:00AM 107.39 1.0914 117.21 1.2198 0.6524
SYD-NY High 108.08 1.0975 118.20 1.2296 0.6585
SYD-NY Low 107.30 1.0902 117.04 1.2185 0.6510
NY 5:00 PM 107.70 1.0924 117.68 1.2251 0.6535

NY DOW 24,206.86 ▲ 390.51 日本2年債 -0.160 2.00bp          
NASDAQ 9,185.10 ▲ 49.72 日本10年債 0.000 1.00bp          

S&P 2,922.94 ▲ 30.97 米国2年債 0.1662 ▲1.41bp       
日経平均 20,433.45 299.72 米国5年債 0.3344 ▲3.67bp       
TOPIX 1,486.05 26.76 米国10年債 0.6907 ▲3.42bp       

ｼｶｺﾞ日経先物 20,415.00 ▲ 250.00 独10年債 -0.4660 0.80bp          
ﾛﾝﾄﾞﾝFT 6,002.23 ▲ 46.36 英10年債 0.2450 ▲0.80bp       

DAX 11,075.29 16.42 豪10年債 0.9720 5.30bp          
ﾊﾝｾﾝ指数 24,388.13 453.36 USDJPY 1M Vol 6.28 ▲0.23%
上海総合 2,898.58 23.16 USDJPY 3M Vol 6.85 ▲0.20% 　

NY金 1,745.60 11.20 USDJPY 6M Vol 7.65 ▲0.15%
WTI 31.96 0.31 USDJPY 1M 25RR -1.13 Yen Call Over 【ドル円相場】 【対円騰落率（日次）】

CRB指数 129.57 0.49 EURJPY 3M Vol 8.64 ▲0.18%
ドルインデックス 99.37 ▲ 0.29 EURJPY 6M Vol 9.29 ▲0.10%

【マーケット・インプレッション】 コロナ疲れに負けるな

　

■今週のドル/円　見通し

担当：松本・谷舗 TEL:03-3242-7070 FAX:03-3211-5825 LDN 00531-444-179 NY 00531-113-682

当資料は情報提供のみを目的として作成したものであり、特定の取引の勧誘を目的としたものではありません。当資料は信頼できると判断した情報に基
づいて作成されていますが、その正確性、確実性を保証するものではありません。ここに記載された内容は事前連絡なしに変更されることもあります。投
資に関する最終決定は、お客様ご自身の判断でなさるようにお願い申し上げます。また､当資料の著作権はみずほ銀行に属し､その目的を問わず無断で
引用または複製することを禁じます。なお、当行は本情報を無償でのみ提供しております。当行からの無償の情報提供を望まれない場合、配信停止を希
望する旨をお申し出ください。
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海外市場はEU復興基金設立期待や、独英の経済指標が予想を上回ったことからドル売りが優勢となるものの、日銀が22
日に中小企業などへの資金繰り支援制度や金融政策運営について臨時会合を開くことを明らかにしたことを好感し、円が
売られる動きに、ドル円は107.76まで戻し、107.76レベルでNYオープン。朝方は米4月住宅着工件数が予想を下回った
が、前回分が上方修正され、建設許可件数が予想を上回り、強弱混在の結果にドル円の反応は限定的となるが、円売り
が継続し108.08まで上昇する。その後利食い売りに一旦107.81まで反落するが、パウエル議長が上院での公聴会であら
ゆる手段を講じることを明言したことから、再び円売りが持ち込まれ108.00まで戻す。午後は、昨日の大幅高の反動かマイ
ナス圏で推移していたダウが、昨日の米バイオテックのワクチンは免疫反応を作り上げているようだと医薬系専門メディア
が伝えたことから、株式市場が下げ幅を広げる展開に、ドルが買われる一方、円も買い戻され、ドル円は107.69まで反落
し、107.70でクローズした。一方、ユーロドルはEU復興基金設立期待と独ZEWが予想程悪くなかったことから1.0975まで買
われ、1.0949レベルでNYオープン。朝方は1.10を前に、利益確定の売りが持ち込まれ、1.0924まで反落する。午後に入り
1.0953まで戻す局面もあったものの、前述のワクチンに関する報道を受け、ドルが買い戻される動きにユーロドルは1.0919
まで反落し、1.0924レベルでクローズした。(NY井上)
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東京時間のﾄﾞﾙ円は107.31-107.45の狭いﾚﾝｼﾞで推移。107.39ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝした後に、朝方に107.31を付けたものの材料
難の中で動意に乏しい推移。107.40を挟んだ推移のまま、結局107.41ﾚﾍﾞﾙで海外時間に渡った。
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ﾛﾝﾄﾞﾝ市場のﾄﾞﾙ円は､107.41レベルでｵｰﾌﾟﾝ｡日銀が22日に臨時の金融政策会合を開くと伝わるとﾄﾞﾙ円は買われ一時
107.76まで上昇しそのままNYに渡った｡ﾎﾟﾝﾄﾞﾄﾞﾙは､1.2248レベルでｵｰﾌﾟﾝ｡昨日の新型ｺﾛﾅのﾜｸﾁﾝの話題や5,000億ﾕｰﾛ
のｺﾛﾅ基金の話でﾕｰﾛ買いが続く中、ポンドも連れる展開となり朝方1.2268まで買われる｡英3月までの雇用統計は悪化し
たものの失業率が予想よりも低い3.9%となったこともありﾎﾟﾝﾄﾞは1.2225まで下落したが切り返す｡その後はもみ合い1.2237
レベルでNYに渡った｡(ﾛﾝﾄﾞﾝﾄｰﾙﾌﾘｰ 00531 444 179 神田)

【昨日の指標等】

Date Time Event 結果 予想

5月19日 13:30 日 鉱工業生産(前月比/前年比)・確報 3月 -3.7%/-5.2% -
18:00 欧 ZEW景気期待指数 5月 46.0 -
21:30 米 住宅着工件数 4月 891k 900k
21:30 米 住宅着工件数(前月比) 4月 -30.20% -26.00%
21:30 米 住宅建設許可(前月比) 4月 -20.80% -25.90%
23:00 米 パウエルFRB議長　講演

Date Time Event 予想 前回
5月20日 15:00 英 CPI(前月比/前年比) 4月 -0.1%/0.9% 0.0%/1.5%

18:00 欧 CPI(前月比/前年比)・確報 4月 0.3%/0.4% 0.3%/0.7%
23:00 米 ボスティック・アトランタ連銀総裁　講演 - - -

5月21日 01:00 米 ブラード・セントルイス連銀総裁　講演 - - -

「緊急プログラム全てが月内に整うと見込む」

米のバイオベンチャーで開発中の新型コロナウイルスのワクチン初期の治験が有効であったとの報道が出た。7月に

は大規模な治験と量産体制の構築を予定しているとのこと。世界中でワクチン開発が活発化しており、実用化まではま

だ過程はあるのだろうが、通常複数年かかるところが各国政府の特例措置によって早期開発につながっているのは喜

ばしいことだ。この報道が出た際は世界経済の正常化につながるとの期待感からか金融市場もリスクオンで反応した。

この報道も初期段階での小規模データは有効性を評価する上で重要な意味を持たないとの専門家の話で冷や水をか

けられた感があるが事実、有効性があるとなれば、筆者のドル円の見方もドル強気な見方に変わってくるのだろう。

日本では通勤の電車に今週から人が戻り、店舗ではマスクの販売を多く見かけるようになりと、一時のパニックから

は落ちつきを取り戻したように見える。ただ、新型コロナウイルスに関する状況はなにも変わっていないにも関わらず、

日本でも首都圏の5月中の緊急事態宣言解除に向け、着々と準備が進んでいることに不安を感じていた。ウイルスに

対するワクチンが出来なければ、本当の意味での感染者数鈍化にはならないであろうし、世界的景気減速懸念は燻り

続ける。事実、経済再開を始めたいくつかの国ではすでに２次感染が見られているようだ。ただ、上記のような明るい

ニュースが出てこれば本当の意味で経済再開が迎えられるであろう。「7月」にウイルスに有効性があるという明るい結

果が出ることを期待して、実生活でもコロナ疲れに負けずに一段を気を引き締める必要があろう。（松本）
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